
平成２３年度　県営住宅等（八戸地区）の管理運営状況

	県所管課
	三八地域県民局　地域整備部　建築指導課

	指定管理者
	（株）東北産業
　代表者　上山　貢

	指定期間
	平成２１年４月１日～平成２４年３月３１日


１　管理業務の実施状況

	業務区分
	概　　　要

	入居及び退去に関すること
	入居者の募集、申込み受付・問合せ対応、入居者資格予備審査、抽選の実施、入居予定住戸の修繕、その他の入居手続、退居手続、退居検査、敷金等の返還手続等を行う。

	収入認定に関すること
	申告用紙の配布・回収、申告書の予備審査、収入認定通知書の発送等を行う。

	滞納家賃等の収納、納付指導に関すること
	納入通知書配布、納入通知書再発行、滞納家賃等の現金収納、納付指導の補助等を行う。

	駐車場の管理に関すること
	募集案内、問合せ対応、駐車場利用承認申請書等の受付、予備審査、パトロール業務等を行う。

	維持修繕及び保守点検に関すること
	管理施設の経常的修繕、空家修繕、保守点検（給水施設、防災設備、浄化槽、遊具、樹木等）を行う。


２　管理施設の利用状況
	利用指標
	年　度
	計　画
	実　績
	計画対比
	前年度対比

	県営住宅等家賃及び

駐車場使用料

現年度分収納実績額
	Ｈ２０
	
	347,318千円
	
	１０２．０％

	
	Ｈ２１
	
	350,746千円
	
	１０１．０％

	
	Ｈ２２
	
	347,012千円
	
	９８．９％

	
	Ｈ２３
	
	341,589千円
	
	９８．４％

	県営住宅入居率
	Ｈ２０
	
	９３．６％
	
	＋３．７％

	
	Ｈ２１
	
	９５．１％
	
	＋１．０％

	
	Ｈ２２
	
	９６．３％
	
	＋１．２％

	
	Ｈ２３
	
	９３．８％
	
	－２．５％

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	【増減理由】

　収納実績額、入居率共に前年度からやや減少しているが、これは主に東日本大震災による被災者の一時入居先として県営住宅を提供したことによるものである。


３　評価結果

	評価項目
	指定管理者自己評価
	県所管課

	
	
	評価
	コメント

	①サービスの維持・向上に向けた取組みが適切に行われているか。
	B
	A
	昼休みの時間帯にも窓口業務を行っており、入居公募期間中は土曜日も窓口を開き対応し、入居者や入居申込者へのサービス向上を図っている。
修繕依頼があれば、業務時間外でも応急復旧等の対応をしている。

	②利用促進に向けた取組みが適切に行われているか。


	A
	A
	公募案内を不動産情報誌「リブ・イン・あおもり」や八戸市広報に掲載している。

また、入居者に対し自社機関誌の「快適な住まいの通信」を全戸に配付し、県営住宅に関する情報を積極的に発信している。

	③施設、設備及び備品の維持管理及び修繕が適切に行われているか。
	B
	B
	施設や設備管理の自社ノウハウを生かし、適切な維持管理を行っている。

特に職員自らが修繕を実施し、ノウハウの蓄積と修繕経費の節減に努めている。
設備の数量が多く、細かい部品の維持管理に対応できていないところもある。

	④緊急時の対応・安全管理などの危機管理が適切に行われているか。
	A
	A
	営業時間外でも電話自動転送装置を備え、緊急時の連絡体制が整備されている。

東日本大震災発生時の危機管理の経験は、今後の県営住宅の緊急時に適切に対応できるものと思う。

	⑤指定管理料が適正に執行されているか。
	B
	A
	年度事業計画に沿って事務費・修繕費等を計画的・効率的に執行している。
23年度は緊急雇用創出事業により、失業者を2名雇用し駐車場パトロールの強化を図る等の追加業務にも適正に対応した。

	⑥成果目標達成のための努力が行われ、成果が上がっているか
	B
	B
	入居申込者への対応については昨年度と同様にサービス向上へむけ努力している。

駐車場の迷惑駐車の解消については、パトロール等強化したものの無くならない。

	⑦個人情報の保護に対する体制の構築・取組を行っているか
	A
	A
	自社独自で「個人情報の保護の関する方針」を定め運用するなど積極的に取り組んでいる。

	総合評価
	B
	A
	長年指定管理者として県営住宅等の維持管理を行い蓄積された高い能力を評価したいと思います。

県内の県営住宅のなかでも三八地域は比較的問題世帯が多く、対応に苦慮しながらも積極的に取組んでいる姿勢は評価したい。


○評価基準

Ａ（優）：適正であり、優れた実績をあげている

Ｂ（良）：適正である

Ｃ（可）：概ね適正であるが、一部改善を要する

Ｄ（不可）：改善や更なる取組が必要


